ただ 彼 は 驚いて 見せた。 

「そり や、 やる 気にさえ なれば、 誰に だって 出来 まさ 

まま _ス 

あねご と、 言って 仲 田 は、 にやり 微笑んで 見せた。 「何、 

訳 はね いんです よ。 ただ 豚 を撲り 殺せば いいんだ から 

ま 

ねよ。 皮を剝 ぐと か、 肉 を そぐ とかい うんなら、 慣れ 

しろうと 

ねえ 素人に は 出来な かんべ が、 何、 撲り 殺す だけなら、 

全く 訳 はねえ でさ あねえ ご 

「それが です よ。 その 撲殺す るの が …… 、 果たして 私 

にうまく 殺せる かどう か、 というの です。 少しも その 

方面に 経験の 無い 私に …… ご 

「経験 もへ つま もんった もんじ やねえ です よ。 枠に 縛 



立の 中 を 歩いて いた。 

うち とんぼ 

歩いて いる 中に、 彼 は 大きな 蜻蛉の 屍が 足 先に 落ち 

て いるの を 見つけた。 

「大きな 蜻蛉 だな。 一 体 どうして 死んだ のだろう… 

•:。」 と 眩 きながら、 彼 は そこに 蹲 んで その 屍を視 た。 

その まわりに 小さな 黒蟻が うじゃうじゃと 寄って いる。 

そして 大きな 眼球の ついた 蜻蛉の 頭 は、 小さな 黒蟻の 

群に 運び去られた のか、 死体の まわりに は 落ちて いな 

かった。 

彼 は 煙草の 煙 を 胸 一杯に 吸って、 その 黒蟻の 群に ぷ 

うと 吹き かけて 見た。 すると その 中の 幾 匹 かが、 これ 



と は 少しの 躊躇 もない らしい。 そして それが 生きよう 

あざむ 

とする ものの 正義だろう。 自分 を 欺かない 意志 だろ 

う。 生きる ための 唯一 の路 だろう …… 。 

俺 もこの まま 就職口が 見つからなかったら、 屠殺場 

に 〔# 「屠殺場に」 は 底本で は 「屍 殺 場に 匕 行って 豚 殺し 

を やる 気になる だろう …… と 彼 は 思った。 だが それ は、 

蜘蛛が 巣 を 張って 蜻蛤ゃ 蛾 や 蝶 を 捕って 食う のと は 幾 

ちょうど 

分 趣 を 異にして いる。 丁度 人間が 網 を 張って 魚 を 獲つ 

た リ鳥を 捕ったり、 鉄 鉋で 獣 を 撃ったり する 様な もの 

だと 彼 は 考えた。 それなら 彼 は 大好きで ある。 あの 

可愛らしい 兎 や 鳩 や、 その他の 動物 を 殺す こと を 少し 



■ 大正 十三 年 二 九 二 四 年) 六月 五日 執筆、 

『文章 倶楽部』 に 投稿- 
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